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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投票日は7月11日(日)第20回参議院議員通常選挙

一一一一票票票票はははは 未未未未来来来来をををを動動動動かかかかすすすす 第第第第一一一一歩歩歩歩
7月11日(日)は参議院議員通常選挙の投票日です。
未来を託す大切な一票。
無駄にしないよう、必ず投票しましょう。

投票時間　午前7時～午後8時

昭
和
59
年
7
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
16
年
3
月
23
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
3
カ
月
以
上
春
日
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

3
月
24
日
以
降
に
春
日
市
に
転
入
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
住
所
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
間
で
転
居
し
た
場
合
で
、
6

月
12
日
以
降
に
住
所
変
更
を
届
け
出
た
場
合

は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な

り
ま
す
。

有
権
者
に
は
封
書
で
「
投
票
所
入
場
整
理

券
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

世
帯
の
有
権
者
全
員
分
の
入
場
整
理
券
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は
、

必
ず
自
分
の
も
の
を
切
り
離
し
て
投
票
所
に

持
参
し
、
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
も
、
有

権
者
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
当
日
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
不
要
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
選
挙
区
選
挙

と
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
が
同
時
に
行
わ
れ

ま
す
。

選
挙
区
選
挙
は
投
票
用
紙
に
「
候
補
者
の

氏
名
」
を
、
比
例
代
表
選
挙
は
「
候
補
者
の

氏
名
」
か
「
政
党
名
」
を
書
い
て
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
か
ら
、
こ
れ
ま
で
市
役
所
で

行
っ
て
い
た
「
不
在
者
投
票
」
が
、「
期
日

前
投
票
」
に
変
わ
り
ま
す
。

「
期
日
前
投
票
」
で
は
、
従
来
の
不
在
者

投
票
で
行
っ
て
い
た
「
投
票
用
紙
を
ま
ず
内

封
筒
に
入
れ
、
さ
ら
に
外
封
筒
に
入
れ
て
署

名
し
て
か
ら
投
票
箱
に
入
れ
る
」
と
い
っ
た

面
倒
な
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
投
票
日
当

日
と
同
じ
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票

箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
投
票
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
事

前
に
送
付
す
る
「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
と

必
要
事
項
を
記
入
し
た
「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
期
間

6
月
25
日
(金)
〜
7
月
10

日
(土)

※
　
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所

市
役
所
4
階
4
0
4
・
4
0
5
会
議
室

投
票
手
順
は
、
投
票
用
紙
を
内
封
筒
・
外

封
筒
に
入
れ
、
署
名
し
て
か
ら
投
票
箱
に
入

れ
る
従
来
ど
お
り
の
「
不
在
者
投
票
」
で
す
。

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
不
在
者
投
票

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
内
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。早

め
に
施
設
の
担
当
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

○
出
張
・
旅
行
先
で
不
在
者
投
票

出
張
や
旅
行
な
ど
で
他
の
市
区
町
村
に

滞
在
中
の
人
は
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
「
不
在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員

会
ま
た
は
春
日
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
で
不
在
者
投
票

歩
行
が
困
難
な
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病

者
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
郵
便
で

投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
郵
便
投
票
」
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
は
点
字
器
と
点
字
の
候
補
者
氏

名
な
ど
の
表
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
目
の

不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
体
が
不
自
由
で
自
分
で
投
票
用
紙

に
記
入
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係
員
が

代
筆
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」

を
忘
れ
ず
に

は
っ
き
り
書
い
て

投
票
し
よ
う

投
票
方
法
が
簡
単
に
！

「
期
日
前
投
票
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
不
在
者
投
票
」

点
字
投
票
や
代
理
投
票
も

あ
り
ま
す
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大谷小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

坂口町�
至岡本�

福祉�
ぱれっと館�

JA筑紫�
春日支店�

昇
町�

至
大
土
居�

至
井
尻�

春
日�

小
学
校
前�

県道31号線�

春日小�

宝町�

商工会館�
小倉�

ふれあい文化�
センター入口�

ふれあい文化�
センター前�

シティバル春日�

ガソリン�
スタンド� ふれあい�

文化センター�

市民スポーツ�
センター�

市民図書館�

いきいきプラザ�
（西出張所）�

下白水�
交番�

第８投票所

春日原小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

西鉄大牟田線�西鉄春日原駅�

サニー�

JR春日駅�

JR鹿児島本線�

県総合福祉センター�
クローバープラザ� 春日市役所�

春日原�
公民館�

春日原�
小学校前�

至
光
町�

春日公園�

九州乳業�

第４投票所

天神山小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

白水池�

天神山�

天神山�
児童遊園前�

天神山小�
入口�

大土居�御
幸
ヶ
丘�

ガソリン�
スタンド�

ミスター�
マックス�

至光町�
至那珂川町�

パチンコ�

パチンコ�

春日南�
中学校�

第９投票所

至那珂川町�

至那珂川�

泉入口�

西小入口�

佐賀銀行�

池の下�

春日西小学校前�

ミスター�
マックス�

春日西小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

西中入口北�

下白水�

白水保育所�

ダイエー�
春日店�

九州乳業九州乳業�九州乳業�

春日西中�

至大土居�

至
昇
町�

第５投票所

至
井
尻�

至
大
土
居�

春
日
小
学
校
前�

昇町�
郵便局�

昇町�

春日小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

いきいきプラザ�
（西出張所）�

市社会福祉�
センター�

ダイエー春日店�

いきいきプラザ前�

JA筑紫�
春日支店�

福祉ぱれっと館�

ガソリン�
スタンド�

大谷小入口�

九州乳業�

第１投票所

春日野小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

県道31号線�

至光町�

至二日市�

平田台�
入口�

春日�

ザ・モール�
春日�

マクドナルド�

春日野�
中学校�

春日高校�

JR大野城駅�
JR鹿児島本線�

春日公園�
4丁目�

県
営
春
日
公
園�

第10投票所

サニー�

須玖小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

至岡本�

須玖�

須玖小学校前�

すくすく�
プラザ�

市営若草住宅�須玖小前�

至老司�

至
昇
町�

至
井
尻�

春日中前�

春日�
中学校�

第６投票所

春日東小学校�

光町�
交差点�

航空自衛隊�
春日基地�

航空自衛隊航空自衛隊�
宿舎宿舎�
航空自衛隊�
宿舎�

東小入口�

春日東�
中学校�

セブン�
イレブン�

県道31号線� 至春日�至宝町�

至
春
日
原�

至
大
土
居�

九州乳業�

第２投票所

日の出小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

JR南福岡駅�

サンリヤン�
ガーデン春日�

ア
ー
ベ
イ
ン�

ビ
オ
春
日�

アーベインビオ春日�
陸上自衛隊�

岡本町交差点�
県道31号線�

至宝町�至井尻�

日の出町3丁目�
北
門�

第11投票所

春日南小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

九州乳業�

紅葉ヶ丘�

ちくし台�
5丁目�

須玖新池�
大土居� 大牟田池�

春日貯水池�

春日南�
中学校�

春日神社�
入口�

春日�
6丁目�

南小入口�

塚原台�

県道31号線�
至光町�

第７投票所

至井尻�

至宝町�

自衛隊�
アパート�

JA筑紫�
日の出支店�

岡本1丁目�

至須玖�

岡本橋�

春日北小前�

ガソリン�
スタンド�

諸岡川�

春日北小学校�

航空自衛隊�
宿舎�

県道31号線�

九州乳業�

第３投票所

投票所案内図
投票所は全部で11カ所。

各小学校の体育館が投票

所です。整理券が届いた

ら、自分の投票所を確認

しておきましょう。

開票 時間　午後9時～

場所　市民スポーツセンター2階競技場（大谷6―28）

問い合わせ先　選挙管理委員会　 (584)1111 (584)1131FAX



※　　　　　は変更・新設されたバス停�

桜ヶ丘公民館前�

桜ヶ丘公園前� 日の出町2丁目�

日の出町3丁目�

岡本交差点�

岡本1丁目�

岡本4丁目�

小倉6丁目�

小倉5丁目�

小倉2丁目�

小倉1丁目�

須玖北5丁目�

須玖南4丁目�
須玖南1丁目�

須玖南5丁目�
須玖南親水公園前�

須玖小学校前�

昇町1丁目�

福祉ぱれっと館前�

ふれあい文化センター前�

大谷2丁目�

大谷公民館前�

昇町5丁目�

昇町6丁目�

昇町7丁目�

一の谷1丁目�

一の谷6丁目�
春日西中学校前�

春日西小学校前�

中白水�

上白水公園前�

上白水公民館前�

上白水公民館入口�

白水ヶ丘公民館入口�

白水ヶ丘1丁目�

白水池3丁目�

白水池2丁目�
春日南中学校前�

松ヶ丘2丁目�

松ヶ丘6丁目�
松ヶ丘団地�

浦の原�

松ヶ丘公民館前�
塚原台2丁目南�

塚原台2丁目北�

塚原台1丁目�

惣利3丁目�

惣利4丁目�
惣利公民館前�

紅葉ヶ丘第4公園前�

紅葉ヶ丘第3公園前�

紅葉ヶ丘東10丁目�

紅葉ヶ丘東8丁目�

紅葉ヶ丘東2丁目�

ちくし台5丁目�

ちくし台2丁目�

惣利5丁目�

惣利2丁目�
平田台5丁目�

平田台4丁目�

平田台3丁目�

平田台1丁目�

位瀬公園前�

ザ・モール春日店前�

平田台公民館前�

松ヶ丘5丁目�

ナギの木苑前�

白水池公民館前�

白水大池公園噴水前�

天神山児童遊園前�

白水大池公園ちびっこ広場前�

池の下�

ウトグチ瓦窯展示館前�

天神山�

JR博多南駅�

住吉神社前�

NHK放送所前�

いきいきプラザ前�

福岡女学院前�

下白水北5丁目�

下白水北7丁目�

下白水北3丁目�

社会福祉センター前�

下白水南3丁目�

泉1丁目�

泉3丁目�

泉公民館前�

須玖南公民館前�

須玖南1丁目サニー前�

大和町5丁目�

大和町4丁目�

宝町公民館前�

光町2丁目�

千歳町3丁目�
JR春日駅�

西鉄春日原駅前�

春日原小学校前�

春日公園前�

春日公園1丁目�

春日公園3丁目�

春日2丁目�

春日6丁目�

春日8丁目�

春日7丁目�

春日神社前�

水道企業団前�

若葉台東3丁目�

若葉台西7丁目�

バスセンター�

ちくし台1丁目�

春日大橋�

市役所前�

千歳町公民館前�

奴国の丘歴史資料館前�

徳洲会病院�

左回り�

左回り�

左回り�

左回り�

右回り�

左回り�

左回り�
右回り�

右回り�

右回り�

右回り�

右回り�

①桜ヶ丘線�

②須玖線�

⑤春日原線�

④平田台線�

③上白水線�

4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」路
線
変
更
・
バ
ス
停
新
設

利用者から寄せられた意見や要望にこたえて、7月
15日から『コミュニティバス｢やよい｣』の路線やバ
ス停を一部変更します。
ますます便利になった｢やよい｣を、これからもよろ

しくお願いします。

変更が生じた路線・バス停
①桜ヶ丘線 左回りルートを新設
③上白水線 [新設]上白水公園前、上白水公民館前
[廃止]下白水南5丁目　[変更]白水ケ丘公民館入口
（旧白水ケ丘交差点）、白水池3丁目（旧白水池団地）、
白水池2丁目（旧ヒシャテガ浦）

④平田台線 [新設]平田台1丁目、平田台４丁目、平
田台公民館前、松ヶ丘団地　[移動]塚原台1丁目、
塚原台２丁目北、平田台3丁目

⑤春日原線 [新設]光町2丁目、春日大橋、春日公園3
丁目　[廃止]春日公園4丁目　[移動]春日公園1丁目

※　新しい時刻表ができました。情報量も増や
し、また、より見やすいものになっています。
バスセンターや公民館など公共施設にあり

ますので、ご自由にお持ち帰りください。

問い合わせ先 都市計画課
(584)1111 (584)1143FAX
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
積
極
的
な
推
進
を

”ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
“

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

理
解
を
深
め
、
国
民
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
全
国

的
な
運
動
で
す
。

近
年
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
犯

罪
発
生
件
数
。
中
で
も
少
年
犯
罪
は

非
常
に
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
急
速
な
社
会
の
変

化
の
中
で
、
地
域
社
会
が
持
っ
て
い

た
犯
罪
抑
止
力
や
教
育
力
の
低
下
な

ど
の
実
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に

走
っ
た
少
年
が
更
生
す
る
場
も
地
域

社
会
で
す
。
そ
の
更
生
を
実
効
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意

欲
と
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
少
年
非

行
の
実
態
を
認
識
し
、
地
域
環
境
の

浄
化
に
心
掛
け
る
。
そ
し
て
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
の

立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。
こ
れ
が

明
る
い
社
会
を
築
く
第
一
歩
な
の
で

す
。

（
筑
紫
保
護
区
保
護
司
会
）

○
第
54
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

推
進
大
会

日
時

7
月
4
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ

ン
ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

氏　名� 住　所� 電　話�

白水　繁則�

岩佐那智子�

　　　壽一�

　野　重隆�

佐伯　幸子�

鬼倉美惠子�

窪　　三男�

大内田　弘�

勝野　幸正�

長　　智基�

笹渕　善之�

金堂　正芳�

藤井　　卓�

竹部　四朗�

春日2丁目�

宝町2丁目�

千歳町３丁目�

須玖南6丁目�

泉2丁目�

須玖北８丁目�

昇町5丁目�

下白水北５丁目�

上白水�

天神山6丁目�

白水ヶ丘2丁目�

上白水�

天神山2丁目�

白水池2丁目�

591-5666�

581-7927�

581-5997�

591-2650�

585-9344�

573-2468�

591-7641�

592-3037�

591-7987�

571-5163�

592-8133�

571-0178�

571-3083�

581-5841

氏　名� 住　所� 電　話�

谷田　　幸�

大津　　敦�

泉　　安和�

　野　明子�

川口　俊秀�

兒玉　糸子�

武末　政利�

武末　澄子�

井上芙貴子�

宮　　一夫�

窪井　繁美�

宮原　憲年�

半澤　　正�

紅葉ｹ丘東3丁目�

紅葉ｹ丘東3丁目�

塚原台2丁目�

松ヶ丘2丁目�

若葉台西3丁目�

ちくし台5丁目�

桜ヶ丘8丁目�

日の出町2丁目�

岡本2丁目�

岡本3丁目�

小倉5丁目�

小倉東2丁目�

春日原北町2丁目�

593-4717�

501-2862�

595-1100�

596-6326�

582-3520�

574-0275�

582-3802�

571-4324�

581-6553�

591-5257�

591-8459�

571-6208�

581-1349

しろうず　　しげのり� やつ だ　　 やすゆき�

おお つ　　　　あつし�

かた の　　  あき こ�

かわぐち　　としひで�

たけすえ　　まさとし�

たけすえ　　すみ こ�

いのうえ ふ　き　こ�

みやざき　　かず お�

くぼ い　　 しげ み�

みやはら　　のりとし�

はんざわ　　　 ただし�

こ だま　　いと こ�

いずみ　　　やすかず�

いわ さ　な　ち　こ�

たか　　　　じゅいち�

たか の　　  しげたか�

さ えき　   さち こ�

おにくら み　え　こ�

くぼ　　　　みつ お�

おおうち だ　   ひろし�

かつ の　　 ゆきまさ�

ながはま　  とも き�

ささぶち　　よしゆき�

かなどう　　まさよし�

ふじ い　　　　たかし�

たけ べ　　　し ろう�

私たちのまちの保護司
市内では、現在27人の保護司が、地域での｢社会を明るくする運

動｣、特に青少年の非行防止と更生、健全育成などのために活動し
ています。
身近に、犯罪や非行、覚せい剤やシンナーの乱用などで困ってい

る人がいるときは、気軽にお近くの保護司にご相談ください。



同
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県は、毎年7月を｢同和問題啓発強調月

間｣と定め、差別をなくすためのさまざま

な取り組みを行っています。

今
も
な
お
残
る
差
別

日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
作
ら

れ
た
身
分
階
層
構
造
。
こ
れ
に
よ
っ
て
始
ま

っ
た
差
別
は
、
今
も
な
お
残
っ
て
い
ま
す
。

被
差
別
部
落(

同
和
地
区)

に
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
い
わ
れ
な
き
差
別(

部
落
差
別)

を
受
け
、

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
の
で
す
。

本
来
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
誰
も
が
保

障
さ
れ
て
い
る「
基
本
的
人
権
」が
侵
害
さ
れ

て
い
る
と
い
う
、
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題

な
の
で
す
。

差
別
を
な
く
す
た
め
に
・
・
・

「
何
も
知
ら
な
い
人
に
わ
ざ
わ
ざ
教
え
る

必
要
は
な
い
」「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」「
私
自

身
は
差
別
を
し
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
そ

れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
人
が
、
誤

っ
た
情
報
を
事
実
と
し
て
受
け
と
め
て
し
ま

え
ば
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
差
別
が
生
ま

れ
ま
す
。

私
た
ち
の
周
り
に
多
く
残
る
差
別
に
対

し
、「
ほ
う
っ
て
お
け
ば
よ
い
」「
関
係
な
い
」

と
い
う
考
え
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
差

別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

誰
に
で
も
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
深
刻
で
重
大

な
社
会
問
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

し
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
、

深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
同
和
問
題

や
人
権
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
が
、
差
別
を
な
く
す
第
1
歩
で
す
。

差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
私
た
ち
は
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
ち
な
ん
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
、
差
別
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
同
和
問
題
啓
発
資
料
展

「
教
科
書
の
中
に
見
る
同
和
問
題
」
の

パ
ネ
ル
や
解
説
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
・
場
所

▽
7
月
1
日
(木)
〜
15
日
(木)

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ(

大
谷
6
―

24)

▽
7
月
20
日
(火)
〜
30
日
(金)

市
役
所
ロ
ビ
ー

※
　
休
館
日
と
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
正
午
ま
で
）

◯
市
同
和
問
題
講
演
会

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
講
演
会
で
す
。
福ふ

く

永な
が

宅た
く

司じ

さ
ん
（
子
育
て
支
援
研
究
所
主
宰
）

に
よ
る
一
人
芝
居
を
公
演
し
ま
す
。

託
児
（
一
人
3
0
0
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

7
月
10
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

(

受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ

ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

演
題

「
兎
の
眼
」

※
　
託
児
希
望
者
は
、
7
月
5
日
(月)
ま
で

に
社
会
教
育
課
（
1(

575)

4
1
2
1
5

(

593)

7
3
8
0
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◯
県
同
和
問
題
講
演
会

日
時

7
月
16
日
(金)

午
後
2
時
〜
4
時
40
分

(

受
付
　
午
後
1
時
〜)

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1

―

7)

内
容

▽
第
1
部
　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
　
健た

け

ち
ゃ
ん
バ
ン
ド

▽
第
2
部
　
講
演
「
部
落
問
題
の
こ
れ
か

ら
」

講
師

角
岡
伸
彦

か
ど
お
か
の
ぶ
ひ
こ

さ
ん(

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
ラ
イ
タ
ー)

定
員

1

1
1
6
人(

当
日
先
着
順)

◯
街
頭
啓
発

西
鉄
春
日
原
駅
や
J
R
春
日
駅
な
ど
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
の
配
布
を
行

い
ま
す
。

期
間

7
月
1
日
(木)
〜
31
日
(土)

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課
人
権
啓

発
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

すべての人が幸せに生きるために
7月は同和問題啓発強調月間です
すべての人が幸せに生きるために

7月は同和問題啓発強調月間です
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20歳以前からの障害で障害基礎年金を受けている

人や、福祉年金から移行して障害基礎年金を受けてい

る人は、7月が現況届の提出月です。

7月上旬までに、社会保険事務所から現況届が送ら

れてきます。診断書が同封されている場合は、医師に

診断書を書いてもらい、現況届と一緒に提出してくだ

さい。

現況届は、年金を引き続き受けられるかどうかを確

認するための大切な届け出です。忘れずに提出してく

ださい。

※　年金を受け始めて1年以内の人は、提出の必要は

ありません。

提出期限 7月30日(金)

障害基礎年金とは・・・

国民年金加入中などに、病気やケガで障害を負った

ときや、20歳以前に障害の状態になったときに支給

される年金です。

障害基礎年金の額（年間）

1級　99万3,100円　2級　79万4,500円

子の加算額（年間）

障害基礎年金を受けるようになったとき、その人に

生計を維持されている18歳未満（18歳到達年度の末

日まで）の子、または20歳未満で障害の状態にある

子がいる場合は次の額が加算されます。

2人目まで　一人につき22万8,600円

3人目以降　一人につき7万6,200円

※　障害基礎年金を受ける要件など、詳しくはお問い

合わせください。

提出・問い合わせ先 国保年金課年金担当

(584)1111 (584)1141FAX

提出をお忘れなく

7月は障害基礎年金現況届の提出月

水辺にやすらぎ、心にゆとり

河川愛護月間

市からのお知らせ�

7月は河川愛護月間です。河川が常に美しく安全に利用できるよ

う、みんなで心がけましょう。

ゴミや空きカン、空きビンを捨てたり、し尿などを流したりしな

い。

堤防や川原の芝生、砂利を無断で取らない。

植樹や耕作をしたり、建物などを建てたりしない。

河川敷内で野焼きをしない。

勝手に橋をかけたり、土管を埋設したりしない。

水路にふたをしたり、埋め立てたりしない。

水の利用や排水に備えて、水のたまりや流れに支障の無いように

する。

※　河川や水路などを利用する場合は、市役所または県の土木事務

所にご相談ください。

問い合わせ先　

市下水道課　 (584)1111 (584)1143

県那珂土木事務所　 (513)5561 (584)1909FAX

FAX

市
営
住
宅

入
居
待
機
者
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。
待
機
者
は
、
9
月
〜
平
成
17
年
8
月
ま

で
に
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居
で
き
ま
す
。

申
込
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

案
内
書
配
布
・
受
付
期
間

7
月
1
日
(木)
〜
30
日
(金)

※
　
案
内
書
は
、
市
管
財
課
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX
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｢新成人による新成人のための成人式｣を合言葉に、

平成17年1月10日に行われる成人式の企画や準備、

運営に携わる実行委員を募集します。

対象 市内に居住または勤務している20歳前後の人

（高校生可）

活動内容 アトラクションや懇談会などの内容検

討 パンフレット作成 記念品の選定 式典

の準備・運営

募集人数 10人程度（申込多数の場合選考）

申込方法 7月1日(木)～8月31日(火)に、電話または

ファックスで申し込む

※　高校生は、社会教育課で配布する承諾書の提出

が必要です。

申込・問い合わせ先 社会教育課

(575)4121 (593)7380FAX

みんなで作り上げよう

平成17年成人式実行委員募集

市は｢真に必要なサービスを市民と共に実現する｣

ことを目的に行政改革に取り組んでいます。

この取り組みの進み具合を管理しながら、さらに

改革を進めていく役割を果たしているのが、学識経

験者や関係団体の推薦者、市民など11人の委員で

構成される｢行政改革推進委員会｣です。

今回、この市民委員を募集します。市民の立場か

らのさまざまな意見を聞かせてください。

応募資格 20歳以上（4月1日現在）の市民で、市

の審議会や協議会などの委員になっていない

人

募集人員 2人

任期 9月26日～平成19年9日25日(3年間)

※　委員会は年2回程度(平日の午後7時～9時)の予

定です。

申込方法 7月5日(月)～26日(月)(当日消印有効)に

郵送かEメールまたは直接窓口で、指定の申

込書と小論文（テーマ｢もっと住みやすいま

ちにするために、私たち市民ができること｣、

1,200字程度）を提出する

※　申込書は、市役所、ふれあい文化センター、い

きいきプラザ、各児童センターにあります。

なお、市のホームページからダウンロードでき

ます。

申込・問い合わせ先 行政管理課企画担当

(584)1111 (584)1145FAX

募集します

行政改革推進委員会委員
スクールカウンセラーの市内全中学校への配置が

完了しました。

小中学校の児童・生徒だけでなく、保護者からの

相談も受けています。

各学校には専用の相談室を設けていますので、気

軽にご相談ください。

予約方法（いずれか）

学級担任を経由して予約

市学校教育課を経由して予約

カウンセラーに電話かファックスで予約

問い合わせ先 学校教育課

(584)1111 (584)1153FAX

全中学校で相談できます

スクールカウンセラー

学　校� 相談日�カウンセラー�
(臨床心理士)

カウンセラー室�
電話番号�

春日中学校�
1581―0479

586―3858�
（5兼用）�水曜日� 谷口由布子�

春日東中学校�
1581―1109

581―2491�
（5兼用）�金曜日� 稲富由美子�

春日西中学校�
1572―7356

502―0230�
（5兼用）�火曜日� 中園照美�

春日南中学校�
1595―0905

595―1880�
（5兼用）�木曜日�(午前)宮崎　崇�

(午後)池　志保�

春日野中学校�
1574―8111

593―5900�
（5兼用）�金曜日� 山浦恭子�

春日北中学校�
1502―0107

502―0154�
（5兼用）�水曜日� 池邊陽子�

たにぐち ゆ　う　こ�

いなとみ ゆ　み　こ�

なかぞのてる み�

やまうらきょうこ�

いけ べ よう  こ�

みやざき　たかし�

いけ　　し　ほ�



市
は
、
毎
年
11
月
3
日
の
表
彰
式
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
や
、

市
民
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
表
彰
の
対
象
と
思
わ
れ

る
人
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
区
分
・
対
象

○
市
民
功
労
表
彰

市
や
国
、
県
か
ら
の
委
嘱
な
ど
を
受
け

て
、
地
域
の
振
興
や
市
政
の
発
展
な
ど
に

協
力
し
、
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体

○
市
民
活
動
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
善
行
な
ど
の
活
動
で

功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体

○
市
民
文
化
賞

学
術
や
芸
術
、
文
化
活
動
で
活
躍
し
た

人
や
団
体

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
し
た
人
や
団
体

推
薦
期
限

8
月
2
日
(月)

※
　
推
薦
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
推
薦
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
推
薦
要
領
は
、
人
事
法
制
課
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
（
社
会
教
育
課
）、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
法
制
課
総
務
法
制
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)
1
1
4
5

FAX

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
咳ぜ
き

・
破
傷
風
）
の
免
疫
を
持
続
さ
せ

る
た
め
の
追
加
接
種
で
す
。

保
護
者
が
同
伴
し
、
指
定
の
病
医
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象

小
学
6
年
生
（
11
・
12
歳
）
の
う
ち
、

乳
幼
児
期
の
三
種
混
合
を
3
回
以
上
接

種
し
た
人

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

※
　
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
病
医
院
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX

候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

春
日
市
市
民
表
彰

夏
休
み
中
に
受
け
て
く
だ
さ
い

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

予
防
接
種

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

9

市は｢都市計画桜ヶ丘地区地区計画｣の案を作成する

ため、原案を縦覧します。利害関係者も含め、多くの

皆さんの意見を聞かせてください。

縦覧期間 7月6日(火)～20日(火)

意見書提出期間 7月21日(水)～27日(火)

※　いずれも土・日曜日、祝日を除く午前8時30分～

午後5時までです。

場所 市役所3階都市計画課

｢都市計画桜ヶ丘地区地区計画｣のいきさつ

桜ケ丘地区では、子や孫に住みよい街を残すため、

住民自らが街づくりのルールを決めていこうと、自

治会を中心に平成13年からさまざまな取り組みを実

施してきました。

その成果の一つが住民間で合意し、自治会総会で

承認された｢桜ヶ丘地区まちづくり協定｣です。この

協定は、これから建物を新築したり建て替えたりす

る際のルールとして守っていこうという住民同士の

取り決めです。

このほど、同地区まちづくり委員会（自治会の一

組織）から、この協定に基づいて、地区計画の決定

の申出がありました。これは、住民自らが考えたル

ールを都市計画に反映して、法的拘束力を持たせよ

うとするものです。

そこで、この「地区計画」を決定する前の手続き

として、その原案を市民に縦覧するものです。

※　市は、このような市民主体の街づくり活動を支

援し、住みよい環境の市街地を形成するため、

｢春日市地区街づくり条例｣を今年の4月1日に施行

しました。

問い合わせ先 市都市計画課計画担当

(584)1111 (584)1143FAX

意見を聞かせてください

桜ヶ丘地区地区計画原案の縦覧を行います

病医院名� 住　所� 電話番号�

大西内科クリニック�

おの子どもクリニック�

かくた小児科医院�

かわらだクリニック�

くぼた小児科医院�

榊原内科小児科医院�

武末内科医院�

森園医院�

横山小児科医院�

渡辺病院�

福岡徳洲会病院�

大土居3―192�

一の谷1―149�

上白水970―6�

惣利1―82―1�

惣利1―123�

下白水北4―85�

桜ヶ丘4―47�

ちくし台2―13�

春日原東町3―36�

岡本1―105�

須玖北4―5

595―2001�

501―2323�

574―6168�

583―9678�

595―0822�

572―3111�

581―8050�

571―3373�

581―1203�

571―1777�

573―6622

おおにし�

さかきばら�

たけすえ�

もりぞの�

よこやま�

わたなべ�

とくしゅうかい�



情
報
ひ
ろ
ば

10

日
本
と
同
じ
戦
争
放
棄
を
謳う
た

う
平
和

憲
法
を
持
つ
中
米
コ
ス
タ
リ
カ
の
市
民

生
活
や
教
育
場
面
で
、
日
常
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
人
権
・
平
和
教
育
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
親
子
で
「
平
和
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

7
月
17
日
(土)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

1
―

9
―

3
）

入
場
料

1
2
0
0
円
（
前
売
1
0

0
0
円
、小
中
高
生
2
0
0
円
）

問
い
合
わ
せ
先

同
上
映
実
行
委
員

会
・
ち
く
し

▽
昼
間
　
松
崎
ま
つ
ざ
き

0
9
0(

6
2
9

0)

8
2
0
0

▽
夜
間
　
安
村
や
す
む
ら

(

921)

0
6
9
6

兄
弟
姉
妹
の
愛
を
描
い
た
中
国
映
画

の
伝
統
的
な
流
れ
を
受
け
継
ぐ
作
品
で

す
。

日
時

7
月
24
日
(土)

①
午
前
11
時
〜
②
午
後
1
時
〜

③
午
後
3
時
〜
④
午
後
5
時
〜

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
小
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙
町
2
―

3
―

1
）

入
場
券

5
0
0
円(

当
日
7
0
0
円)

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
事
務
局
　
関

岡
俊
実

(

574)

6
3
6
3
（

兼
用)

県
内
の
約
2
0
0
社
の
採
用
担
当
者

と
直
接
面
談
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
、

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
平

成
17
年
3
月
に
卒
業
予
定
の
人

(

平
成
16
年
3
月
に
卒
業
し
た

人
で
未
就
職
の
人
を
含
む)

日
時

8
月
20
日
(金)

午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30
分

(

受
付
　
午
後
4
時
ま
で
）

場
所

福
岡
市
九
電
記
念
体
育
館
（
福

岡
市
中
央
区
薬
院
4
―

14
―

1
）

※
　
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
政
策
課
就
業

FAX

支
援
係

(

643)

3
5
9
2

(

643)

3
5
8
8

○
竹
細
工
教
室

竹
を
使
っ
て
、
竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄

砲
な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

小
学
生

日
時

7
月
27
日
(火)

午
前
9
時
〜
正
午

申
込
期
限

7
月
21
日
(水)(

必
着)

○
勾
玉
作
り
教
室

軟
ら
か
な
石
を
使
っ
た
勾
玉
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時

8
月
4
日
(水)

午
前
9
時
〜
正
午

申
込
期
限

7
月
28
日
(水)(

必
着)

FAX

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名(

1
枚
に
つ
き
一
人)

、
学

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

場
所

同
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

定
員

各
30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

(

〒
816
―

0
8
6
1
岡
本
3
―

57)

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

参
加
型
の
話
し
合
い
を
し
て
み
た
い

人
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
人
な

ど
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
」。
こ
の
塾

生
に
よ
る
自
主
企
画
の
卒
業
発
表
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

7
月
10
日
(土)

午
前
9
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
大
会
議
室

内
容

▽
講
話「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
を
振
り

返
っ
て
」

▽
塾
生
に
よ
る
卒
業
発
表

▽
誰
で
も
参
加
で
き
る
楽
し
い
交
流
会

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

(

584)
1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX FAX

小
学
生
が
対
象
で
す
。
あ
ん
ど
ん
祭

り
で
使
用
す
る
「
あ
ん
ど
ん
」
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

期
日

7
月
24
日
(土)
・
31
日
(土)

時
間

午
後
1
時
〜
3
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

実
習
室
（
大
谷
6
―

24
）

参
加
費

3
0
0
円
程
度
（
材
料
費
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
20
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
事
務

局
　
合
原
幸
子

(

592)

6
6
0
9
（

兼
用
）

子
ど
も
連
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
一

度
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

▽
火
曜
日
　
午
後
7
時
〜
9
時

▽
水
曜
日
　
午
後
4
時
〜
6
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
6
―

24
）

問
い
合
わ
せ
先

内
山
う
ち
や
ま

(

585)

8
6
6
2
（

兼
用
）

FAX FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

親
子
で
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

「
軍
隊
を
す
て
た
国
」上
映
会

筑
紫
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
シ
ネ
フ
ェ
ス
タ「
再
見

ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン」上
映
会

県
内
に
就
職
希
望
の
学
生
が
対
象

大
学
等
合
同
会
社
面
談
会

奴な

国こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館

昔
の
も
の
作
り
教
室

成
果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い

「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
」卒
業
発
表
会

春
日
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

子
ど
も
レ
ク
ス
ク
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部
員
募
集

Ｈ
０
Ｐ

Ｓ(

ホ
ッ
プ
ス)

あ
け
ぼ
の
ま
ち

せ
き

お
か
と
し
み

や
く
い
ん



対
象

小
学
生
の
男
女
（
特
に
4
年
生

以
下
）

練
習
日
時

▽
水
・
金
曜
日
　
午
後
5
時
〜
7
時
30

分
（
冬
季
は
7
時
ま
で
）

※
　
3
年
生
以
下
は
自
由
参
加
で
す
。

▽
土
・
日
曜
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
1
時

練
習
場
所

平
田
台

ひ
ら
た
だ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
春

日
市
平
田
台
5
―

1
平
田
台
公

民
館
横
）

会
費
（
父
母
会
費
込
み
）

▽
4
年
生
以
上
　
月
額
5
0
0
0
円

▽
3
年
生
以
下
　
月
額
3
0
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
、
入
会
金
や
保
険
代
、

連
盟
登
録
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

林
田
は
や
し
だ

(

572)

0
0
3
2

〇
小
学
生
夏
休
み
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
小
学
生
が
対
象
で

す
。

日
程

7
月
30
日
〜
8
月
27
日
の
毎

週
水
・
金
曜
日(

8
月
13
日

(金)
を
除
く
、
全
8
回)

時
間

午
前
9
時
〜
11
時

参
加
費

2
0
0
0
円

○
初
心
者
水
泳
教
室

水
慣
れ
や
顔
つ
け
か
ら
始
め
た
い

18
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

日
程

8
月
5
日
〜
11
月
11
日
の
毎

週
木
曜
日(

9
月
23
日
、
10

月
21
日
・
28
日
を
除
く
、

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3
0
0
0
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

各
20
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知

し
ま
す
。

申
込
方
法

7
月
18
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢
（
小
学
生
は
学
年
も
）、
性

別
、
電
話
番
号
、
当
教
室
参
加

経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

小
学
3
〜
6
年
生
が
対
象
の
、
運
動

が
上
手
に
な
る
こ
と
の
喜
び
や
継
続
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
教
室
で
す
。

将
来
、
地
域
を
代
表
し
て
活
躍
で
き

る
選
手
の
育
成
も
目
指
し
ま
す
。

日
程

7
月
26
日
(月)
〜
8
月
4
日
(水)

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
計
8
回
）

時
間

午
後
3
時
〜
5
時

※
　
雨
天
な
ど
の
場
合
は
、
日
時
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所

若
葉
台
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
若
葉
台
西
3
―

4
―

1
）

FAX

募
集
人
員

10
人
程
度(

申
込
多
数
の

場
合
抽
選
）

受
講
料

2
5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
、
ボ
ー
ル
代
な
ど
）

※
　
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
で
き
る
だ
け
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

7
月
10
日
(土)
〜
15
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
　
長
野
な
が
の

(

571)

5
6
1
5
（

兼
用
）

保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
、
育

児
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
時
間
・
場
所

▽
7
月
14
日
(水)
・
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
・
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
（
須
玖
南

2
―

1
2
0
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

▽
7
月
27
日
(火)
・
午
前
10
時
〜
11
時
・

FAX

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2

0
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

体
力
に
合
わ
せ
て
距
離
が
選
べ
ま

す
。
一
緒
に
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し

ょ
う
。

日
時

7
月
13
日
(火)
（
少
雨
決
行
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

距
離

▽
約
6
・
5
km
▽
約
4
km

※
　
タ
オ
ル
・
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX

きいて�きいて�

平成13年7月17日生

朝
倉
あ
さ
く
ら

凪
咲
な
ぎ
さ

ち
ゃ
ん(

小
倉
東)

平成15年7月25日生

宮
田
み
や
た

拓
斗
ひ
ろ
と

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年7月21日生

鹿
児
島

か
ご
し
ま

愛
花
あ
い
か

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年7月11日生

福
島

ふ
く
し
ま

尚
輝
な
お
き

ち
ゃ
ん(

岡
本)

平成15年7月28日生

加
藤
か
と
う

空そ
ら

ち
ゃ
ん(

須
玖
北)

情
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硬
式
野
球
部
員
募
集

春
日
ビ
ッ
グ
ス
タ
ー
ズ

夏
か
ら
一
緒
に
始
め
よ
う
！

各
種
水
泳
教
室

受
講
生
募
集

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

子
育
て

健
　
康

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク
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予
約
は
不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
7
月
2
日
(金)

「
生
活
習
慣
病
〜
平

成
15
年
度
ド
ッ
ク
報
告
〜
」

坂
田
さ
か
た

智
子
と
も
こ

さ
ん
（
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
医
長
）

▽
7
月
9
日
(金)

「
M
R
・
C
T
で
わ

か
る
こ
と
」

小
野
お

の

新
二
し
ん
じ

さ
ん
（
放
射
線
技
師
長
）

▽
7
月
16
日
(金)

「
簡
単
に
で
き
る
動

脈
硬
化
の
検
査
」

中
尾
な
か
お

栄
二
え
い
じ

さ
ん
（
臨
床
検
査
技
師
主

任
）

▽
7
月
23
日
(金)

「
脂
肪
を
落
と
す
食

事
の
摂と

り
方
」

山
田
や
ま
だ

郁
江
い
く
え

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

572)

0
6
3
3

測
定
結
果
に
応
じ
て
、
健
康
運
動
指

導
士
が
効
果
的
な
運
動
方
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け
た
健
診

FAX

結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

7
月
17
日
(土)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
計
測
（
体
脂
肪
率
）
▽
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）
▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽

体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定

な
ど
）
▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測

定
（
負
荷
を
か
け
た
約
16
分
間

の
自
転
車
こ
ぎ
）
▽
結
果
説
明

と
運
動
処
方

料
金

2
1
0
0
円

定
員

36
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム
　

(

501)

1
1
6
2

(
501)
0
0
5
1

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
県

内
居
住
者
を
対
象
に
、
作
文
と
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

体
験
し
た
こ
と
や
日
ご
ろ
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も

構
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
」

（
食
生
活
、
歯
の
健
康
、
運
動
、

心
の
健
康
づ
く
り
、
病
気
の
予

防
　
な
ど
）

規
格

▽
作
文
　
1
6
0
0
字
以
内

▽
標
語
　
様
式
は
自
由
（
ハ
ガ
キ
可
）

FAX

応
募
方
法

7
月
31
日
(土)(

必
着)

ま
で

に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
作
品
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
送
る

※
　
入
賞
者
に
は
8
月
下
旬
に
通
知

し
、
後
日
、
表
彰
状
と
副
賞
（
図
書

券
）
を
贈
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
保
健
事
業
課

（
〒
812
―

8
5
2
1
福
岡
市
博

多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
―

47
）

(

642)

7
8
1
0

(

642)

7
8
5
3

就
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る
母
子
家

庭
の
母
親
ま
た
は
寡
婦
が
対
象
の
講
習

会
で
す
。
託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

内
容
・
日
時

▽
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

9
月
8
日
(水)
〜
11
月
30
日
(火)
の
う
ち

27
日
間

▽
介
護
ケ
ア
ク
ラ
ー
ク

9
月
10
日
(金)
〜
12
月
10
日
(金)
の
う
ち

35
日
間

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
研
修

室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

各
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
、

書
類
選
考
）

※
　
受
講
料
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

FAX

問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
27
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

演
題

「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
〜
の
ぞ
み
の
里
の
実
践

か
ら
〜
」

講
師

永
原
な
が
は
ら

修
二
し
ゅ
う
じ

さ
ん
（
精
神
障
害
者

通
所
授
産
施
設「
の
ぞ
み
の
里
」

指
導
員
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
障

害
者
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

障
害
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、

み
ん
な
で
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象

▽
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
児
童
や
生

徒
で
、
事
前
交
流
会
（
7
月
24
日
(土)
）

FAX FAX

に
も
参
加
で
き
る
人

▽
市
内
在
住
の
小
学
4
〜
中
学
3
年
生

の
児
童
や
生
徒

日
程

8
月
17
日
(火)
〜
18
日
(水)

※
　
ほ
か
に
、
全
体
交
流
会(

8
月
7

日
(土))

と
事
後
交
流
会(

9
月
4
日

(土))

も
行
い
ま
す
。

場
所

北
山
ほ
く
ざ
ん

少
年
自
然
の
家
（
佐
賀
県

富
士
ふ

じ

町
関
屋
せ
き
や

字
六
反
田

ろ
く
た
ん
だ

）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

1
0
0
0
円

申
込
方
法

7
月
17
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※
　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
支
援
し
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高
校
生
以
上
・

20
人
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6
（

兼
用
）

点
字
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
を
対

象
に
、
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

費
用

1
万
2
8
0
0
円
（
教
材
費
、

送
料
な
ど
を
含
む
）

受
講
期
間

教
材
到
着
後
1
年
間

※
　
期
間
中
、
何
度
で
も
添
削
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
図
書
館

0
3(

5
4
3
9)

6
7
7
2(

兼
用
）

FAX

FAX

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院

健
康
教
室

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

健
康
づ
く
り
の
作
文
・
標
語
募
集

福
　
祉

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

就
業
支
援
講
習
会

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

市
川
点
字
図
書
館

点
字
通
信
講
座



きいて�きいて�

９月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
8月2日までの到着分の中
から抽選で決定します。

平成15年7月18日生

山
田
や
ま
だ

有
香
ゆ

か

ち
ゃ
ん(

弥
生)

平成15年7月31日生

上
田
う
え
だ

新
夏
に
い
な

ち
ゃ
ん(

大
和
町)

平成15年7月3日生

辻
野
つ
じ
の

壱
哉
か
ず
や

ち
ゃ
ん(

小
倉)

平成14年7月26日生

久
我
く

が

百
乃
も
も
の

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

情
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痴
呆
な
ど
の
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族

の
会
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
に
よ
る
、
在

宅
介
護
者
の
た
め
の
集
い
で
す
。
日
ご

ろ
の
介
護
の
悩
み
な
ど
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
、
施

設
入
所
者
の
家
族
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

7
月
15
日
(木)

午
後
1
時
〜
3
時

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

（
昇
町
3
―

1
0
1
）

演
題

「
施
設
介
護
の
あ
り
方
」

講
師

田
良
島

た
ら
し
ま

博
ひ
ろ
し

さ
ん
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
花は
な

の
季
苑
き
え
ん

」
施

設
長
）

※
　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
預
か
り

ま
す
。
希
望
者
は
、
7
月
14
日
(水)
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会
会
長
　
中
嶋
な
か
し
ま

(

581)

1
3
7
8
（

兼
用
）

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

FAX

が
対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
10
日
(土)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場

か
す
が
の
郷
地
域
交
流
ゾ
ー
ン

（
塚
原
台
3
―

1
2
9
）

内
容

高
齢
者
の
夏
バ
テ
予
防
の
た
め

の
「
食
欲
の
出
る
メ
ニ
ュ
ー
づ

く
り
」
に
つ
い
て

講
師

平
山
ひ
ら
や
ま

優
奈
ゆ
う
な

さ
ん
（
か
す
が
の
郷

管
理
栄
養
士
）

申
込
方
法

7
月
9
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

595)

8
1
8
8

(

595)

6
3
6
1

日
ご
ろ
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
ど

う
や
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
確
か
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

FAX

対
象

県
内
に
居
住
す
る
小
学
4
〜
6

年
生
と
そ
の
保
護
者

行
先
・
日
時

○
第
1
回
　
▽
ザ
・
モ
ー
ル
春
日
店
▽

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

8
月
2
日
(月)

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
4
時
（
集
合
・
解
散
　
J
R
博
多

駅
筑
紫
口
）

○
第
2
回
　
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン

8
月
5
日
(木)

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
4
時
（
集
合
・
解
散
　
J
R
折
尾

駅
西
口
）

※
　
当
日
は
弁
当
と
飲
み
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

各
40
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法

7
月
16
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
リ
サ
イ

ク
ル
親
子
探
検
隊
希
望
」、
参

加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
（
学
年
）、
電
話
番

号
、
希
望
の
回
を
書
い
て
送
る

※
　
返
信
面
に
は
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
循
環
型
社

会
推
進
課
（
〒
812
―

8
5
7
7

福
岡
県
庁
）

(

643)

3
3
7
2

(

643)

3
3
7
7

身
近
な
川
の
中
の
様
子
を
、
実
際
に

水
生
生
物
を
捕
っ
て
調
査
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時

8
月
8
日
(日)
（
雨
天
中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所

▽
牛
頸
う
し
く
び

川
▽
春
日
野
小
学
校

（
春
日
公
園
4
―

1
―

1
）

定
員

40
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法

7
月
16
日
(金)
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
参
加
希

望
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

※
　
自
由
研
究
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
観
察
ノ
ー
ト
と
下
敷
を
差

し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
（
〒
816

―

8
5
0
1
春
日
市
役
所
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

は
り
・
き
ゅ
う
費
の
助
成

春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
の

自
己
負
担
額
が
協
定
料
金
の
半
額

に
な
り
ま
す
。

受
療
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
現
在
お
持
ち
の
受
領
証
の
有

効
期
限
は
6
月
30
日
で
す
。
こ

れ
以
降
に
施
術
を
受
け
る
人
は
、

再
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

※
　
助
成
は
、
市
指
定
の
施
術
所

で
1
日
1
回
、
1
カ
月
に
10
回

が
限
度
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

参
加
し
ま
せ
ん
か

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

か
す
が
の
郷さ
と

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
者
教
室

環
　
境

み
ん
な
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
親
子
探
検
隊

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
…

親
子
水
辺
教
室
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大
野
城
市
上
大
利
北
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
た
め
に
工
事
し
て
い
た

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
前
の
道
路
が
開
通

し
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
設
置
し
て
い
た

迂
回
路
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

開
通
日
時

7
月
7
日
(水)

午
前
10
時

問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
市
上
大
利
区

画
整
理
組
合

(

595)

3
7
2
6

(

595)

3
9
4
6

県
内
に
工
場
や
事
業
所
を
所
有
す
る

中
小
企
業
者
や
中
小
企
業
団
体
に
対
し

て
、
公
害
防
止
や
特
定
フ
ロ
ン
な
ど
の

回
収
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
、
廃
棄

物
再
資
源
化
、
I
S
O
1
4
0
0
1
認

証
取
得
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
部
循

環
型
社
会
推
進
課

(

643)

3
3
7
2

(

643)

3
3
7
7

無
限
で
ク
リ
ー
ン
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
陽
熱
。
こ
の
太
陽
熱
を
給
湯
や
冷

暖
房
に
活
用
す
る
「
住
宅
用
太
陽
熱
高

FAX FAX

度
利
用
シ
ス
テ
ム(

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム)

」
の
購
入
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

導
入
促
進
本
部
太
陽
熱
利
用
部

0
3(

5
2
7
5)
9
5
6
6

0
3(

5
2
7
5)
9
3
0
1

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
料
理
教
室
で
す
。
親
子
で
日
常
の
食

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

7
月
26
日
(月)
・
30
日
(金)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
3
階
栄
養
指

導
室(

昇
町
1
―

1
2
0)

定
員

各
15
組
（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三

角
巾き
ん

参
加
費
（
一
人
）

▽
大
人
3
0
0
円

FAX

▽
子
ど
も
1
5
0
円

申
込
方
法

7
月
5
日
(月)
〜
16
日
(金)
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
親
子
の
氏
名
、
電
話
番

号
、
希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

農
業
高
校
の
教
師
が
「
食
」
や
「
農
」

に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

日
程

7
月
24
日
(土)
〜
12
月
11
日
(土)
の

毎
週
土
曜
日
（
全
10
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
ま
た
は

午
後
1
時
〜
4
時

コ
ー
ス
・
内
容

○
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ア
グ
リ
」
コ
ー
ス

▽
花
、
野
菜
・
米
の
栽
培
▽
み
か
ん

の
収
穫
▽
そ
ば
打
ち
▽
漬
け
物
作
り

な
ど

○
「
ハ
ー
ト
フ
ル
・
フ
ー
ズ
」
コ
ー
ス

▽
ヘ
ル
シ
ー
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
し
ょ
う
ゆ
・
乳
酸
菌
飲
料
作
り
▽

パ
ン
・
ピ
ザ
・
ジ
ャ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
　
な
ど

FAX

※
　
収
穫
物
な
ど
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

定
員

各
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

受
講
料

各
9
0
0
0
円

申
込
方
法

7
月
14
日
(水)(

必
着)

ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
コ
ー
ス
名
、

性
別
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
校
開
放
講

座
実
行
委
員
会
（
〒
818
―

0
1

3
4
太
宰
府
市
大
佐
野

お

お

さ

の

2
5

0)

(

924)

5
0
3
1

(

928)

0
7
4
0

手
び
ね
り
で
湯
の
み
や
お
皿
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
や
親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

8
月
7
日
(土)

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所

の
ぼ
り
窯が
ま

体
験
広
場(

白
水
ケ

丘
1
―

4)

参
加
費

粘
土
5
0
0
g
当
た
り
1
0

0
円

定
員

各
15
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽

選)

申
込
方
法

7
月
7
日
(水)
〜
23
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
時
間(

①
か

②)

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

(
岡
本
3
―

57)

FAX

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
と
そ
の
家

族
が
対
象
の
「
薬
に
つ
い
て
」
の
講
演

会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
20
日
(火)

午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

申
込
方
法

事
前
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
係

(

573)

3
1
0
0

(

592)

8
4
4
4

講
座
名

▽
し
ぼ
り
染
め
ハ
ン
カ
チ
作
り(

小
学

4
〜
6
年
生
対
象)

▽
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
（
入
門
〜
初
級
）

▽
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル(

入
門
〜
初
級)

▽
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
（
応
用
）

▽
中
学
生
の
た
め
の
英
会
話

▽
T
O
E
I
C
集
中
対
策
講
座

※
　
日
程
や
受
講
料
、
定
員
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

575)

2
9
9
3
（

兼
用
）

FAX FAX FAX

講
演
・
講
座

春
日
・
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

進
入
路
が
開
通

資
金
を
低
利
で
貸
し
付
け
ま
す

環
境
保
全
施
設
等
整
備
資
金
融
資
制
度

購
入
を
助
成
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

食
生
活
改
善
推
進
会
と
作
ろ
う
！

親
子
料
理
教
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会

ひ
ま
わ
り
会

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

夏
季
集
中
講
座

奴
国
な
こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館

や
き
も
の
作
り
教
室(

一
般
コ
ー
ス)

県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校

学
校
開
放
講
座
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対
象

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人

日
程

8
月
2
日
(月)
〜
6
日
(金)
（
5
日

間
）

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

那
珂
川
町
商
工
会
館
（
那
珂
川

町
西
隈
に
し
ぐ
ま

1
7
7
―

1
）

受
講
料

1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
1
日
(木)
〜
15
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

1(

581)

3
5
5
7

5(

581)

3
5
5
8

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
商
業
簿
記
3
級
講
座

7
月
2
日
(金)

30
人

▽
商
業
・
工
業
簿
記
2
級
講
座

7
月
5
日
(月)

90
人

▽
色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
2
級
・
3

級
（
昼
・
夜
）

7
月
6
日
(火)

各
35
人

▽「
野
菜
づ
く
り
」入
門

7
月
7
日
(水)

30
人

▽
手
織
・
染
色
講
座

7
月
12
日
(月)

13
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

671)

6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

就
職
に
向
け
て
の
自
己
理
解
や
職
業

興
味
検
査
、
労
働
市
場
分
析
、
履
歴
書

FAX

の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ
講
座

で
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

早
期
就
職
を
目
指
す
35
歳
以
下

の
人
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
込
を
す
る
人
（
学
生
を
除

く
）

日
程

①
7
月
8
日
(木)
・
9
日
(金)
②
7

月
15
日
(木)
・
16
日
(金)
③
7
月
28

日
(水)
・
29
日
(木)
④
8
月
5
日

(木)
・
6
日
(金)
⑤
8
月
18
日
(水)
・

19
日
(木)
⑥
8
月
25
日
(水)
・
26
日

(木)
⑦
9
月
2
日
(木)
・
3
日
(金)
⑧

9
月
8
日
(水)
・
9
日
(木)
⑨
9
月

15
日
(水)
・
16
日
(木)
⑩
9
月
29
日

(水)
・
30
日
(木)
（
い
ず
れ
も
2
日

間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
福
岡
セ

ン
タ
ー
会
議
室
（
福
岡
市
博
多

区
冷
泉
町

れ
い
ぜ
ん
ま
ち

5
―

32
オ
ー
シ
ャ
ン

博
多
ビ
ル
7
階
）

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

相
談
部
門

(

262)

2
1
1
4

(

262)

2
2
2
0

FAX

見
直
そ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

庭
木
を
せ
ん
定
し
て
出
た
枝
葉

は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
に
出
さ
ず
、「
緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
」で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
施
設
で
樹
木
チ
ッ
プ
に
加
工
さ

れ
、
雑
草
防
止
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

出
せ
る
も
の

一
般
家
庭
の
庭
木
せ

ん
定
の
際
に
出
た
枝
（
長

さ
90
cm
、
直
径
15
cm
以
内
）

と
葉

※
　
草
や
竹
、
枯
れ
木
な
ど
は
出
せ

ま
せ
ん
。
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し

ま
し
ょ
う
。

収
集
し
て
も
ら
う
場
合

①
　
担
当
の
収
集
業
者
（「
家
庭
ご

み
の
正
し
い
出
し
方
」参
照
）
に

電
話
し
、
収
集
日
時
と
受
付
番

号
を
聞
く
。

②
　
公
民
館
や「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

指
定
袋
等
販
売
協
力
店
」で
販
売

し
て
い
る
指
定
袋(

葉
用
・
3
枚
3

3
0
円)

か
指
定
バ
ン
ド(

枝
用
・

3
本
3
3
0
円)

を
購
入
す
る
。

③
　
葉
は
指
定
袋
に
入
れ
、
枝
は
指

定
バ
ン
ド
で
結
ん
で
、
収
集
日

に
家
の
前
に
出
す
（
袋
と
バ
ン

ド
に
は
受
付
番
号
を
記
入
）。

自
分
で
運
ぶ
場
合

枝
葉
の
種
類
や
時
間
帯
な
ど
を
、

(有)
共
栄
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー(

1

(

592)

2
5
0
2)

に
連
絡
し
、
搬
入

す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

せ
ん
定
枝
葉
は

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

パ
ソ
コ
ン(

エ
ク
セ
ル
中
級)

講
座

就
職
し
た
い
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー



市
内
ま
た
は
近
郊
に
住
む
女
性
が
対

象
の
講
座
で
す
。
護
身
の
た
め
の
実
技

を
中
心
に
、
身
と
心
の
安
全
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
21
日
(水)

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

講
師

筑
紫
野
警
察
署
員

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

tiiki@
city.ka

su
g
a
.fu
ku
o
ka
.jp

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
計
や
経

理
に
即
利
用
で
き
る
実
践
的
な
簿
記
講

座
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
27
日
(火)
、
8
月
3
日
(火)
・

10
日
(火)
（
計
3
日
）

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
5
会

議
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
24
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

FAX

で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
あ
れ
ば
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
も
）、
所
属
団
体
名
、

団
体
に
お
け
る
役
職
名
、「
中

上
級
編
福
岡
会
場
希
望
」
を
伝

え
る

※
　
各
自
、
テ
キ
ス
ト
（「
新
検
定
簿

記
講
義
3
級
商
業
簿
記
平
成
16
年
度

版
」
中
央
経
済
社
・
7
1
4
円
）
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
日
程
で
初
級
編
も
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
　
菊
澤
・
孝
冨
士

(

915)

7
5
0
0

(
915)
7
5
0
1

in
fo
@
fvo
c.g
r.jp

講
演
会
な
ど
で
、
耳
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
講
演
内
容
を
O
H
P
な
ど
を

使
っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
伝
え

る
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

○
歳
以
上
の
人

日
程

8
月
2
日
(月)
・
9
日
(月)
・
23
日

(月)
・
30
日
(月)
、
9
月
6
日
(月)
・

13
日
(月)
・
26
日
(日)
・
27
日
(月)

(

計
8
回)

※
　
9
月
26
日
は
現
場
実
習
で
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

FAX

受
講
料

1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

※
　
講
座
終
了
後
に
奉
仕
活
動
で
き
る

人
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法

7
月
15
日
(木)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名(

ふ
り
が
な)

、
職
業(

市
外

に
住
む
人
は
勤
務
先)

、
電
話

番
号(

あ
れ
ば
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
も)

、
受
講
動
機
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

成
人
対
象
の
無
料
公
開
講
座
で
す
。

日
時

7
月
21
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

演
題

「
ふ
る
さ
と
九
州
の
唄
と
昔
ば

な
し
」

講
師

立
石
二
昭
さ
ん
（
福
岡
市
生
涯

学
習
講
師
）

※
　
託
児(

2
0
0
円
･
申
込
先
着
10

人)

や
手
話
通
訳(
無
料)
を
希
望
す

る
人
は
、
7
月
14
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

FAX FAX

社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
ひ
き
こ

も
り
対
策
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
日

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午
　

場
所

同
セ
ン
タ
ー(

原
町
3
―

1
―

7
）

相
談
員

▽
医
師
▽
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
▽
心
理
士
▽
保
健
師

予
約
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※
　
医
師
の
診
察
が
必
要
な
場
合
は
、

有
料
（
保
険
診
療
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー
相
談
指

導
課
　

(

582)

7
5
0
0

情
報
ひ
ろ
ば

16

目標額を超える募金
ありがとうございました
「ひかるちゃんを助ける会」

アメリカで心臓移植を受けるた

め、8,000万円を目標に募金活動に

取り組んでいた「ひかるちゃんを助

ける会」代表の宇野
う の

ゆかりさんが、

このほど父親の福田
ふくだ

浩
ひろし

さんと共に目

標達成の報告に来庁しました。

「募金していただいたすべての人

に直接、お礼を申し上げなければなりませんが、まず市報で感謝の気持

を伝えてください」とお礼状も持参しました。

ひかるちゃんは、このあと6月8日に両親と渡米。現在、ニューヨーク

のコロンビア大学で、移植手術に必要な心臓の提供者（ドナー）を待っ

ています。

一日も早くドナーが見つかり、無事に手術が済んで元気に帰国できる

よう心からお祈りします。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

簿
記
会
計
セ
ミ
ナ
ー(

中
上
級
編
）

春
日
市
防
犯
組
合
連
合
会

痴
漢
・
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
講
座

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
教
養
講
座

春
日
市
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座(

基
礎
過
程)

相
　
談

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

思
春
期
・
ひ
き
こ
も
り
家
族
相
談

き
く
ざ
わ

こ
う
ふ
　
じ

う
た

た
て
い
し
か
ず
あ
き



に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
く
。

詠
進
期
限

9
月
30
日
(木)
（
当
日
消
印

有
効
）

※
　
封
筒
に
は
必
ず
「
詠
進
歌
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
明
な
点
は
、
宮
内
庁

く
な
い
ち
ょ
う

式し
き

部
職

ぶ
し
ょ
く

に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
に
、
必
ず
返
信
用
封
筒

(

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

切
手
を
は
っ
た
も
の)

を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
内
庁
（
〒

100
―

8
1
1
1
）

h
ttp
://w

w
w
.ku
n
a
ic
h
o
.g
o
.

jp
/1
2
/d
1
2
-0
3
.h
tm
l

西
日
本
新
聞
は
、
結
婚
50
周
年
を
迎

え
る
県
内
在
住
の
金
婚
夫
婦
を
祝
福
・

表
彰
し
ま
す
。

対
象

昭
和
29
年
に
婚
姻
届
を
提
出

し
、
県
内
在
住
で
同
居
の
夫
婦

※
　
昭
和
28
年
以
前
に
結
婚
し
て
、
ま

だ
表
彰
さ
れ
て
い
な
い
夫
婦
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

8
月
27
日
(金)
ま
で
に
申
し

込
む

○
表
彰
式

日
時

10
月
24
日
(日)

午
後
2
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
6
―

24
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
新
聞
社

(

711)

5
1
1
3

(

713)

7
1
1
7

厚
生
労
働
省
は
、
地
域
に
貢
献
す
る

事
業
を
行
う
法
人
を
設
立
し
、
1
年
以

内
に
65
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職
者
を

3
人
以
上
雇
用
し
た
場
合
に
、
新
規
創

業
の
経
費
や
労
働
者
の
雇
入
れ
を
支
援

し
て
い
ま
す
（
4
月
1
日
か
ら
支
給
要

件
を
緩
和
し
て
い
ま
す
）。

※
　
次
の
場
合
に
も
、
創
業
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
（
雇

FAX

用
保
険
の
受
給
資
格
者
が
創
業
し
、

1
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
適
用
事
業

主
に
な
っ
た
場
合
）

▽
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助

成
金
（
45
歳
以
上
の
人
3
人
以
上
が

共
同
で
創
業
し
、
高
齢
者
な
ど
を
雇

い
入
れ
て
継
続
的
な
雇
用
・
就
業
機

会
を
つ
く
っ
た
場
合
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
職
業
対

策
課
雇
用
開
発
係

(

434)

9
8
0
6

(

434)

9
8
2
2

※
　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

第
2
次
世
界
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
に
従
事
し
た
「
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」
と
「
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」(

慰
労
給
付
金
受

給
者
を
除
く)

に
対
し
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

請
求
期
限

平
成
17
年
3
月
31
日
(木)

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当

0
3(

5
2
5
3)

5
1
8
2

0
3(

5
2
5
3)

5
1
9
0

5
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果(

工
事
金
額
5
千
万
円
以
上)

で
す
。

FAX

FAX

○
春
日
市
立
春
日
原
小
学
校
校
舎
増
築

工
事
建
築
主
体
工
事

工
事
期
間

5
月
31
日
〜
8
月
25
日

契
約
金
額

5
0
7
5
万
7
0
0

0
円

工
事
業
者

(株)
隆
建
設

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
契
約
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

対
象

昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
同
62
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

申
込
期
間

7
月
12
日
(月)
〜
20
日
(火)

（
当
日
消
印
有
効
）

第
1
次
試
験
日

9
月
11
日
(土)

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
人
事
課

(

781)

3
1
4
1

(

741)

7
2
1
0

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

試
験
日

10
月
17
日
(日)

受
験
申
込
書
配
布
期
間

7
月
5
日
(月)

〜
30
日
(金)

受
験
申
込
期
間

7
月
26
日
(月)
〜
30
日

(金)
（
当
日
消
印
有
効
）

※
　
申
込
書
の
配
布
場
所
や
申
込
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

737)

8
0
1
3

FAX FAX

平
成
17
年
歌
会
始
の
お
題
が「
歩
み
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
歩
み
」
以
外
の
読
み
方
を
用
い
て

も
よ
く
、「
歩
」
の
文
字
の
入
っ
た
熟

語
を
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
、一
人
1
首
の
み
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
用
紙
は
半
紙(

和
紙)

と
し
、
毛
筆
で

自
書
す
る
。

▽
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い

て
も
よ
い
。
な
お
、
視
覚
障
害
者
は
、

点
字
で
よ
い
。

※
　
代
筆
の
場
合
は
、
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を
、
ま

た
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使
用
し
た
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
別
の
紙
に
書
い
て

詠
進
歌
に
添
え
る
。

▽
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

(

本
名
、
ふ
り
が
な)

、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業(

な
る
べ
く
具
体
的
に)

を

縦
書
き
す
る
。
な
お
、
無
職
の
場
合

は
「
無
職
」
と
書
き
、
以
前
に
職
業情

報
ひ
ろ
ば

17

募
　
集

そ
の
他

お
題
は「
歩あ
ゆ

み
」

平
成
17
年
歌
会
始

う
た
か
い
は
じ
め

お
題
「
歩
み
」

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

〒住
所

電
話
番
号

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

職
業

西
日
本
新
聞
社

金
婚
夫
婦
表
彰

ご
存
知
で
す
か

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金

贈
呈
し
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

市
が
行
う
建
設
工
事

入
札
結
果

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

事
務
官
Ⅲ
種(

高
校
卒
業
程
度)

(財)
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験

え
い
し
ん
か

り
ゅ
う



「
あ
そ
び
の
宝
箱
」②�

７月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�

5日、12日、19日（海の日）、20日（振替休日）、26日、27日（安全点検日）�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは7月1日(木)午後5時以降に、電話か直接窓口で申し込んでください。（小学生以上は本人が申込）�

　なお、申し込みは一人１行事までで、市内在住者を優先します。�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向き）　須玖：14日(水)、光町：15日(木)、毛勝：8日(木)�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向き）　須玖：2日(金)・15日(木)、毛勝：15日(木)�

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向き）　1日(木)（場所：上白水公民館）�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分�

おはなしひろば（七夕）　午後3時～4時�

めざせオリンピック　午後2時～3時�

今日のお話しなーに？　午後2時～2時30分�
七夕の笹かざりをしよう　午後3時～4時�

おばけやしきスタッフ集合　午後2時～4時�
小学3年生以上、15人　　�
※17日（土）と22日（木）に準備を行います。�
あそびの出前児童センター�
午後3時～4時30分、場所：春日野小学校�

七夕会　午前11時～11時40分�

挑戦ギネス　午後2時～3時�
たのしいおはなし（七夕会）　午後2時～2時�
30分�
ナイトスペース�
午後5時～7時、中学生以上�

一輪車教室　午後2時～4時�
小学生以上、10人�

エンジョイ！サッカー！　午後2時～4時�
場所：日の出小学校、小学生以上�
※ボール持参（持っている人のみ）　�

クッキングの時間（ひんやりデザート）�
午前10時～正午、場所：いきいきプラザ栄養�
指導室、小学生以上、10人、200円�

川遊びに行こう！�
出発時刻　光町：午前9時30分、須玖：9時45分、毛勝：10時　帰着時刻（予定）　午後４時��

場所：中ノ島公園（那珂川町）、小学3年生以上、各センター12人、弁当・水筒・水着など持参　　　※天候により中止することがあります。�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分�

道場やぶり　午後3時～4時45分�

あつまれボランティア�
午後2時～3時、小学生以上�

夏まつり　午前10時30分～正午�すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

和紙で花作り（小ひまわり）�
午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人、�
200円�

おばけやしき�
①午後1時30分～4時（受付：午後1時～3時30�
分）②午後6時30分～9時（受付：午後6時～8時�
30分）、各先着300人�

サイエンス実験室（ドライアイスでシャーベット）�
午後2時～3時、小学3年生以上、50円、10人　�

プールあそび�
①幼児　午前10時30分～正午�
②小学生　午後2時～3時30分�

プールあそび�
①幼児　午前10時30分～正午�
②小学生　午後2時～3時30分�

かんたんクッキング（フルーツポンチ）�
午後1時30分～3時、小学1･2年生4人、小学3年�
生以上6人、150円�

つめたいスライム作り　�
①午前10時30分～正午②午後2時～4時、50円�

午前11時～��

　　　11時40分�

3日（土）�

10日（土）�

11日（日）�

18日（日）�

25日（日）�

1日（木）�

8日（木）�

22日（木）�

29日（木）�

23日（金）�

30日（金）�

14日（水）�

28日（水）�

17日（土）�

24日（土）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

おばけやしき�
①午後1時30分～4時（受付：午後1時～3時30�
分）②午後6時30分～9時（受付：午後6時～8時�
30分）、各先着300人　�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

暑
〜
い
夏
に
は
、
お
ば
け
や
し
き

で
ひ
ん
や
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

場
所
・
日
時

▽
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
　
7
月
17
日
(土)

▽
光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
　
7
月
23
日
(金)

※
　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
は
8
月
18
日

(水)
に
行
い
ま
す
。

時
間

①
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
）

②
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

（
受
付
　
午
後
6
時
〜
8
時
30
分
）

定
員

各
3
0
0
人
（
当
日
先
着
順
）

※
　
光
町
で
は
、
お
ば
け
に
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
「
お
ば
け
や
し
き

ス
タ
ッ
フ
」
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
下
の
行
事
予
定
表(

10
日
(土))

を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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夏
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

「
お
ば
け
や
し
き
」



溶
か
し
た
金
属
を
鋳
型
に
流
し
込
ん

で
固
め
、
さ
ら
に
複
雑
な
工
程
を
経
て

芸
術
作
品
に
仕
上
げ
る
「
鋳
金

ち
ゅ
う
き
ん

」。
こ

の
日
本
古
来
の
伝
統
工
芸
を
世
界
に
広

め
る
た
め
、
一
昨
年
の
夏
に
招
か
れ
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
〝
す
ぎ
も
り
え
い

と
く
〞
さ
ん
か
ら
近
況
報
告
が
届
き
ま

し
た
。

招
か
れ
た
の
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
州
立
大
学
」
に
1
年
間
。
こ
こ
で
客

員
研
究
員
と
し
て
鋳
金
技
法
の
指
導
に

あ
た
り
、
任
期
を
終
え
て
帰
国
す
る
は

ず
の
と
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り

住
ん
で
創
作
と
個
展
、
執
筆
活
動
に
没

頭
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
間
の
意
気
込
み
を
物
語
る
よ
う

に
、
こ
の
便
り
に
は
、
大
成
功
だ
っ
た

個
展
の
ポ
ス
タ
ー
と
、
こ
の
ほ
ど
出
版

し
た
「
鋳
金
技
法
の
英
文
解
説
書
」
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ん
と
、
渡
航
直
前
に
結
婚
し
た
と

い
う
夫
人
が
同
行
し
て
お
り
、
創
作
以

外
の
一
切
を
切
り
盛
り
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、
本
人
は
金
属
を
相
手
に
「
も

の
つ
く
り
」
に
専
念
で
き
た
の
だ
と
か
。

今
回
の
出
版
も
、
す
べ
て
彼
女
の
存

在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

そ
の
著
書
の
中
で
、
す
ぎ
も
り
さ
ん

は
、
弥
生

や
よ
い

時
代
、
奇く

し
く
も
青
銅
器
の

鋳
造
拠
点
だ
っ
た
ふ
る
さ
と
春
日
の
こ

と
に
触
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
育
っ
た
町
が
世
界
中
に
知

ら
れ
る
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
誇
り

で
あ
り
、
い
つ
も
励
み
と
な
っ
て
自
分

を
後
押
し
て
く
れ
ま
す
」

こ
う
し
て
現
地
で
も
東
洋
の
神
秘
的

な
作
品
が
脚
光
を
浴
び
、
順
調
そ
う
に

見
え
る
二
人
三
脚
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
暮

ら
し
で
す
が
、
実
の
と
こ
ろ
安
定
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
切
り
詰
め
た

パ
ソ
コ
ン
病

最
近
、
漢
字
を
思
い
出
せ
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
広
報
の
仕
事
を

し
て
い
る
身
と
し
て
は
、
心
配
で
あ
る

▼
新
聞
に
よ
る
と「
若
年
性
健
忘
」と
い

う
ら
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
使
っ
て

い
る
の
で
、
自
分
の
脳
を
使
わ
な
く
な

っ
た
こ
と
が
原
因
だ
そ
う
だ
▼
就
職
し

て
か
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら
パ
ソ
コ
ン
。
手

書
き
で
物
を
書
く
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
、
手
書

き
で
文
字
を
書
く
の
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
時
。
素
早
く
書
く
必
要
も
あ
る
か

ら
だ
が
、
ひ
ら
が
な
中
心
の
ミ
ミ
ズ
文

字
。
恥
ず
か
し
い
話
で
あ
る
▼
頼
り
き

り
の
パ
ソ
コ
ン
だ
が
、
漢
字
の
変
換
ミ

ス
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
活
躍

す
る
の
が
辞
書
。
通
常
は
、
国
語
辞
典

と
新
聞
用
語
辞
典
の
2
冊
を
使
用
。
必

要
に
応
じ
て
、「
広
辞
苑
」と「
現
代
用
語
の

基
礎
知
識
」を
併
用
し
て
い
る
。
お
か
げ

で
、
漢
字
の
読
み
と
意
味
に
つ
い
て
は
、

少
し
は
勉
強
で
き
て
る
は
ず
な
の
だ
が

…
▼
世
間
で
も
、
漢
字
が
書
け
な
い
、

人
の
名
前
を
思
い
出
せ
な
い
な
ど
の
心

配
か
ら
、
脳
を
鍛
え
る
こ
と
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
大
人
向
け
の
漢
字
や
計
算

ド
リ
ル
な
ど
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
そ
う

だ
。
私
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

漢
字
の
書
き
取
り
を
始
め
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

○ｋ

生
活
を
耐
え
忍
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
す
ぎ
も
り
さ

ん
の
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。
同
じ
く

巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
詩
の
一
節
に
、

「
芸
術
は
己
と
の
戦
い
　
苦
し
み
な

が
ら
暗
闇
を
さ
ま
よ
う
　
や
が
て
光
が

さ
し
　
目
に
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が

形
と
な
る
　
わ
ず
か
な
明
か
り
を
頼
り

に
、
さ
あ
歩
も
う
か
…
」

自
分
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
じ
っ
と

耐
え
、
貫
き
通
せ
ば
い
つ
か
夢
は
か
な

う
と
い
う
、
す
ぎ
も
り
さ
ん
自
身
の
青

春
時
代
か
ら
の
生
き
様
だ
そ
う
で
す
。

手
紙
の
末
筆
に
「
こ
の
一
節
を
春
日

の
、
い
や
日
本
の
悩
め
る
若
者
に
捧
げ

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

す
ぎ
も
り
さ
ん
の
次
回
の
便
り
が
楽

し
み
で
す
。

す
ぎ
も
り
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
ito
k
u
-s
u
g
im
o
ri.c
o
m
/

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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す
ぎ
も
り
　
え
い
と
く
さ
ん(

塚
原
台)

30
歳

海海海海外外外外かかかかららららののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ

▲鋳金技法の解説書

▲ニューヨークの個展に出品した

「TIME DREAMER 2003」
タイ ム 　 ド ゥ リ ー マ ー

若
者
よ
、夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で



市 の 人 口

●総人口 109,355人

（前月比＋94人）

女 55,582人　男 53,773人

●世 帯 数 42,766世帯

●転 入 618人　●出 生 97人

●転 出 487人　●死 亡 36人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲6月12日　サタデープロジェクト（竜岩
たついわ

少年自然の家）
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が

７
月
１
日
号

第
７
８
４
号

発
　
行
／
春
日
市
役
所

〒
8
1
6
―

8
5
0
1
福
岡
県
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
地
5

1
0
9
2（
5
8
4
）1
1
1
1

編
　
集
／
春
日
市
役
所
情
報
政
策
課
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://w
w
w
.city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

/

印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

6月6日、春日野中学校で行われた防
災訓練で、水害に備えて土のう積み訓練
に励む消防署員と消防団員。
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春日野中学校区内の
各地区自治会で組織す
る自主防災組織と消防
署、消防団が、6月6日、
春日野中学校グラウン
ドで防災訓練を行いま
した。
この日参加した春日

公園、春日原、春日原
南、春日、平田台の各
地区防災会は、避難時
を想定した隊列を組んで会場に集合。署員の指導で
消火訓練を受けた後、場所を消防署に移して、人工
呼吸法や応急手当を学びました。
一方、消防署員と消防団員約100人は、校庭に残
って水防訓練に従事。昨年7月19日の豪雨を教訓に、
がけ崩れや河川氾濫

はんらん

に備えた土のう積みやシート張
り工法などに真剣に取り組んでいました。

「自分の地区は自分で守る」を合い言葉に　雨季に備えて防災訓練

すっかり市民に定着した「春のガレ
ージセール」が、6月6日、市役所来客
用駐車場で開かれ、3,000人を超える
市民でにぎわいました。
5年目の今回は、135区画に倍の約

270人が応募する盛況ぶりで、市民の
リサイクルに対する関心の高さがうか
がわれました。
会場では、一昨年の市政30周年記念
イベントで好評だった「春日ゴスペル
愛好会」が特別参加。その素晴らしい
歌声に、訪れた市民も買い物の手を止
めて聞き入っていました。

ゴスペル聞きながら掘り出し物探し　春のガレージセール

▲消防署員の指導を受けて消火訓練

▲ゴスペルを聞きながら品定め

▲災害時を想定した避難訓練
も兼ねて


